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	「埼玉発世界行き」奨学生壮行会・同窓会　現場リポート
	　埼玉県から世界へはばたく志の高い若者を支援する「埼玉発世界行き」奨学金制度では、世界延べ40か国に留学や海外体験活動（※1）を予定している、高校生から30代までの136人を奨学生に決定しました。8月10日（月）、奨学生の壮行会と元奨学生の同窓会をさいたま市内で開催しました。
	　壮行会に先立ち、平成26年度奨学生の中田瑞季さんが講演を行いました。中田さんは、高校生の時に奨学生としてデンマークへの1年間の留学を経験し、日本の大学を卒業後、コロナ禍の苦難もありながら、中東のエミレーツ航空でキャビンアテンダントになる夢を叶えました。
	　現在は医師という新たな目標を見つけハンガリーで学ぶ中田さんからの「留学はゴールではなくスタート」というメッセージや、困難があっても前向きに努力を重ね、自ら進む道を切り開いていくその姿は、留学を控えた奨学生に勇気を与え、背中を押してくれるものでした。
	　壮行会は、奨学金制度に貴重なご寄附をいただいている企業・団体の方など多くの来賓を
	迎えて行い、大野知事からは、奨学生への激励のメッセージがありました。また、
	2025年度井口敬子記念奨学金学位コースの奨学生で、スウェーデンに留学した岩川等さんが、
	これから留学する後輩奨学生に向けて、留学生活のアドバイスやメッセージを送りました。
	　次に、今年度奨学生の代表として、学位取得コースでイギリスに留学予定の羽石幸太郎さんら3名が、留学に向けた決意表明をしました。そのほか、奨学生が留学期間中を任期として委嘱される「埼玉親善大使」（※2）の委嘱状授与やテーブルごとの記念撮影も行われました。
	　会場では、同じ国に留学する奨学生同士で情報交換をしながら交流を深めている様子や、帰国した奨学生が自身のコースの寄附者に対し、留学の成果や感謝の気持ちを伝える姿もありました。
	　今年度は、冬頃に奨学生がオンラインで交流できる新たなイベントの開催も予定しています。奨学生の皆さん、お楽しみに！
	2026年度「埼玉発世界行き」奨学金 高校生事前研修を開催
	　7月30日（木）に、奨学生のうち高校生を対象とした事前研修を実施しました。様々な学校から集まった高校生たちは、留学するという共通点を持っていることからすぐに仲を深め、グループワークにも活発に取り組んでいました。自身の留学計画をブラッシュアップするためのヒントを得たり、埼玉親善大使として埼玉県の魅力を発信するためのアイデアを出し合ったりと、1日を通して自身の「留学」と深く向き合う時間となりました。
	　これをきっかけに奨学生同士で繋がりを持ってもらうとともに、今回の留学の経験が、皆さんの未来を輝かせてくれる貴重なものとなることを祈っています。
	「埼玉発世界行き」奨学金とは？
	　海外留学を目指す、埼玉県にゆかりのある志の高い若者を対象とした給付型の奨学金制度です。
	　埼玉県が設置した基金を活用した「一般奨学金」および、企業・団体・篤志家の皆様がスポンサーである「冠奨学金」により、これまでに約2,600人の若者がそれぞれの夢を持って海外へ飛び立っています。海外の大学等に進学する方が対象のコース、日本の大学等に在籍している方が一定期間の留学や海外体験活動を実施する場合に応募いただけるコースなど、様々なコースがあります。詳しくは、グローバル人材育成センター埼玉のホームページをご覧ください（本誌発行時点では、既に募集を終了した2026年度奨学金の内容を参考に掲載しています。来年度の募集内容については、未定です。詳細がわかり次第お知らせします。）。
	　この奨学金の原資となる埼玉グローバル人材活躍基金へのご寄附や、冠奨学金の設置については、随時ご相談を承っております。ご関心のある企業・団体・個人の方は、ぜひお問い合わせください。
	グローバル人材育成センター埼玉〈(公財)埼玉県国際交流協会内〉　TEL：048-833-2995　Email：global@sia1.jp
	令和8年7月4日（土）10：00～12：30　
	オンライン開催
	令和8年8月1日（土）13：00～16：00
	対面（さいたま市産業文化センター）&オンライン開催

	「埼玉県の日本語教室活動の今とこれから
	～制度の変化と県の取組を知り、ボランティア活動を考える～」
	主な内容：
	①新たに始まる育成就労制度　日本語教室への影響とは
	講師 ｜小倉越子氏（登録支援機関小倉越子社会保険労務士事務所代表/特定非営利活動法人外国人在留支援コンソーシアム監事）
	②埼玉県「地域日本語教育プログラム」とは　～プログラムを活用した公的日本語教室の取組について～　
	紹介 ｜埼玉県国際課、埼玉県国際交流協会、埼玉県地域日本語教育コーディネーター松尾恭子氏
	事例紹介｜三郷市国際交流協会　
	主な内容：
	①講義：外国にルーツをもつこどもの学びを支える
	～ 本来の力を引き出し、ことばの力を育てる ～
	講師 ｜小島祥美氏（東京外国語大学教授/多言語多文化共生センター長）
	②取組紹介：埼玉県教育局の取組 義務教育指導課/高校教育指導課
	③グループワーク　
	会場参加者　58名　
	オンライン参加者　86名
	▼小島氏による講義の様子
	▲文部科学省発行、通称「ことばの
	力のものさし」についても解説いた
	だきました


	参加者149名

	経験者向け講座
	課題別講座

	令和８年度日本語教室ボランティア研修を開催しました！
	　埼玉県における生活者向けの地域日本語教育は、長年地域のボランティアによる自発的な活動により支えられてきました。地域の日本語教室は、日本語を学ぶだけでなく、人と人とのつながりを育む大切な交流の場となっています。県内には、日本語教室を運営している団体が約139団体（令和7年度時点）あり、その多くがボランティア団体です。
	　当協会では県の委託を受け、新たなボランティアの育成や発掘、既に活動されているボランティアのスキルアップを目指すために、日本語ボランティア向けの研修を実施しています。今年度は、入門講座・経験者向け講座・課題別講座を計４回実施しました。
	「～ 日本語でつながろう！地域の日本語教室活動、はじめの一歩～」
	令和8年8月23日（日）13：00～16：00
	対面（ウェスタ川越）&オンライン開催
	令和8年9月5日（土）13：00～16：00
	対面（大宮・ソニックシティ市民ホール）&オンライン開催
	会場参加者　53名　
	オンライン参加者　47名
	主な内容：
	①講義：多文化共生を育むコミュニケーションのコツ
	②体験：やさしい日本語を使って、実際に外国出身の方々と交流しよう！
	講師 ｜佐野香織氏（武蔵野大学 グローバル学部日本語コミュニケーション学科教授）
	③県内の日本語教室を紹介（ブース形式）
	8団体の日本語教室の方々に活動を紹介
	いただきました
	主な内容：
	①日本語教室ってどんなところ？
	・埼玉県の地域日本語教育のあゆみ
	講師 ｜埼玉県地域日本語教育コーディネーター松尾恭子氏
	・日本語教室・日本語ボランティアの役割
	講師 ｜埼玉県地域日本語教育コーディネーター芳賀洋子氏
	②県内の日本語教室を紹介（ブース形式）
	9団体の日本語教室の方々に活動を紹介いただきました 　
	▼インド出身の外国人住民ゲスト・マラティ氏の体験談の様子
	「埼玉のすきなところ」について、やさしい日本語で外国人住民の方々と
	楽しくお話しする様子▼
	▲日本語教室活動紹介の様子


	第一回入門講座
	第二回入門講座 -実践編-
	会場参加者　46名　
	オンライン参加者　45名
	佐野氏による講義の様子▶
	　　　ご参加いただいたみなさま、
	ご協力いただいた日本語教室のみなさま、
	外国人住民ゲストのみなさま、
	ありがとうございました！
	本研修での学びや実践のヒントが、
	今後の日本語教室活動の充実につながり、
	地域における多文化共生の推進への一歩と
	なることを願っています。

	世界の国からこんにちは
	オーストラリア編
	　「暮らす」目線で見る・知る海外。埼玉県にゆかりがあり、海外でご活躍されている方から、その国のことを紹介いただく本シリーズ。
	今回は、2025年度はばたけ！女性応援
	奨学金長期コース奨学生として、
	オーストラリア国立大学に留学
	していた秦 あおいさん（右写真）
	にお話を伺いました。
	カンガルーと一緒にパシャリ！




	自己紹介 ～秦 あおいさん～
	　私は東京大学の交換留学制度を利用し、キャンベラにあるオーストラリア国立大学に１年間留学しました。留学先では、自分の専門分野以外にも、国際関係やグローバルな環境課題など、海外で、異なる視点から学ぶ意義が大きいと考えた科目を中心に履修しました。
	　留学前はオーストラリアに対して特別強い思い入れがあったわけではないのですが、1年間で自分にとって大好きで特別な国になりました。本記事ではそんな
	オーストラリアについて紹介します。

	懐の広い国、オーストラリア
	文化
	　先住民であるアボリジナル・ピープルには非常に長い歴史と独自の文化がある一方、現在のオーストラリア社会は、イギリスによる植民地化や、その後のさまざまな地域からの移民文化が重なって形作られています。オーストラリア連邦が成立したのも1901年と比較的最近のことで、単一のオーストラリア文化というのはなかなか見えにくいところがあります。排他的な歴史も持つ国ですが、現在ではMulticulturalismそのものが、オーストラリアらしさであり、魅力になっていると感じました。
	　文化の話とも繋がりますが、オーストラリアの名物として知られるミートパイやフィッシュ＆チップスなどは、旧宗主国であるイギリスにルーツを持つものが多いです。しかし街に出てみると、中華、インド料理、イタリアン、フレンチなど、世界各地の料理を扱うレストランが並んでいるのが目につきます。
	　特にアジア料理は、外国料理というより、日常の選択肢の一つとしてすっかり馴染んでいるように感じました。そのため1年間滞在しても、日本食が恋しくなるということはあまりありませんでした。
	異なる文化、言語、バックグラウンドを
	持つ人がいることが特別なことではない。
	そんな「懐が広い」環境で1年間暮らしたことで、
	私自身も「自分と違う人がいること」を以前より
	自然に受け入れられるようになった気がします。


	人々
	　フレンドリーな人が多いのが印象的でした。渡航前は自分の英語力で友達ができるのか不安でしたが、特に寮などでは話しかけてくれる人が多く、入国した日の夜にはもう一緒にご飯を食べる友達ができていました。
	　また、移民や留学生も非常に多く、バックグラウンドが異なる
	相手や英語が流暢でない人に対して、全員が慣れて受け入れてい
	るという印象があります。差別がないとは言い切れませんが、少
	なくとも私は、留学生活の中で、アジア人であることを理由に差
	別されたと感じる瞬間は一度もありませんでした。
	to be continued...
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